
【「女性初」と言われることについて】
（岡本）学長は本学で「女性初の法学部長」「女性初の学

長」となられました。「女性初」と言われることについて、
どのように感じておられますか。

（鈴木）「女性初」ということで本学に注目をしていた
だけるのであればありがたいと思います。ただ、「男性初」
が話題になることはあまりありませんよね。「女性初」と
いうことが特別視されない社会になるとよいと思います。
男性・女性に関わらず、適材適所で活躍できる社会が理想
です。

【ロールモデル不在の中で】
（岡本）ロールモデルが少ない中でキャリアを歩んでこ

られたと思います。同じように悩む方々へ、アドバイスを
いただけますか。

（鈴木）私は「自分が道を拓こう」という気持ちでやっ
てきました。ロールモデルがいないと悩む方も、自分が
ロールモデルになっていくんだ、という気概を持っていた
だけると良いと思います。

（岡本）とはいえ、その気概を持つのは難しい面もあり
ます。

（鈴木）それぞれの人生なので、キャリア形成に価値を
求めるかどうかは自由です。ただ、もし職場でキャリアを
築きたい思いがあるなら、一歩前に踏み出すことが大切で
す。責任ある仕事を、最初は嫌々でもいいからやってみる。
手を挙げてみる。動いてみることで、周りがアドバイスを
くれるかもしれません。

（岡本）勉強と同じで、「まずやってみる、やる気は後か
らついてくる」ということですね。

（鈴木）そうです。動かなければ始まりません。
【女性であることが理由の壁】
（岡本）「女性」であることで壁に直面したり、嫌な思い

をしたことはありますか。
（鈴木）たくさんありました。私が弁護士になった 1990

年当時は女性弁護士がとても少なく、相手方弁護士から見
下され、弁護士扱いされないこともありました。若くて経
験がなく、女性でもあるという三重苦でしたね。ただ、そ
れも４〜５年ほどで抜け出せました。

（岡本）どうやって抜け出せたのですか。
（鈴木）実力をつけるしかないと思い、「絶対に裁判で勝っ

てみせる」と努力しました。実力勝負だと思ったからです。
【アメリカ留学で触れた多様性】
（岡本）弁護士になってからアメリカにも留学されてい

ますね。
（鈴木）はい。弁護士６年目くらいでした。これからのキャ

リアを考え、何かに挑戦したいと感じたのがきっかけです。
（岡本）実際に行ってみてどうでしたか。
（鈴木）本当に行ってよかったです。アメリカでは多様

な価値観に触れ、自分の正義が他者の正義とは限らないと
学びました。

【女性教員との懇談会を受けて】
（岡本）先日、女性教員との懇談会に参加されましたが、

ご感想を。
（鈴木）皆さん大変な中で一生懸命頑張ってくださって

いると感じました。子育て中の先生方は特に大変で、もっ
と子育て世代に優しい制度が必要だと思います。

対談企画 : 鈴木美華学長・岡本梢ダイバーシティ・インクルージョン推進センター長
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【SOGI への配慮・支援について】
（岡本）SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）

への配慮・支援についてはどのようにお考えですか。
（鈴木）まずニーズを丁寧に伺うことが大切だと思いま

す。声を上げにくい場合もあるので、声を拾い、理解して
いく姿勢から始めたいです。私自身も学び続けたいと思い
ます。

【本学の多様性】
（岡本）本学で「多様性」を感じる瞬間はありますか。
（鈴木）女性学長を誕生させる寛容さ、女性教員の増加、

留学生の多様性など、本学ならではの特徴を強く感じます。
【多様性を包摂するために】
（岡本）多様性を包摂していくために重要なことは何で

しょうか。
（鈴木）創立者の池田大作先生は「一人の学生を大切に」

と常に仰っていました。一人ひとりを尊重し、対話を大切
にする文化こそ本学の強みであり、平和の実現にもつなが
ると思います。

【ダイバーシティ・インクルージョン推進センターへの
期待】

（岡本）最後に、ダイバーシティ・インクルージョン推
進センターへの期待をお聞かせください。

（鈴木）ジェンダー平等や SOGI の対応など、D・I につ
いては、意識啓発が大事だと思います。D・I の感覚は時
代とともに常に変化していきますよね。我々教員が常に
アップデートしていかないといけないと思います。創立者
は「教員が最高の教育環境にならなければならない」と仰っ
ていました。教員が D・I 推進に対して理解を深めていか
ないと、学生にとって良い教育環境は提供できません。そ
のために、ダイバーシティ・インクルージョン推進センター
には、更なる啓蒙活動をお願いしたいと思っています。もっ
ともっと、存在感を増して、どんどん情報発信をしていっ
てください。

2025 年 6 月 25 日（水）、創価女子短期大学とダイバー
シティ・インクルージョン推進センターとの共催で、開学
40 周年記念「輝く女性育成推進企画セミナー」が開催さ
れ、女性のキャリアを支援するメディア「日経 xwoman」
の創刊者である羽生祥子氏を講師にお迎えし、「なぜダイ
バーシティが社会・組織の成長に必要なのか ～ “ 性別ガ
チャ ” を克服して生き、働くために～」と題してご講演い
ただきました。当日は、メイン会場（S201 教室）・オンラ
イン併せて約 550 名が参加しました。

羽生氏は、日本の DEI（ダイバーシティ・エクイティ＆
インクルージョン）の現状について、「質の高い教育を受
けた女性の力が社会に十分活かされていない」という日本
の状況は国際的にも特異な「異常値」であると指摘。日本
の歴史的な労働背景を踏まえ、女性活躍時代に即した「共
育て」などの意識改革や体制整備に、個人や家庭はもちろ
ん、国や組織も社会課題として積極的に取り組むことの重
要性を説かれました。また、理系・文系両方のバックグラ
ウンドを持つ自身のマイノリティ・キャリアが社会に受け
入れられず苦労した経験と、その中でも信念を貫くことで
自分らしい生き方を実現してきた歩みを語られ、「失敗を
恐れすぎず、時間を忘れるほど情熱を注げることに、自分
が心から楽しいと思えることに挑戦し続けてほしい」との
熱いエールを送られました。

　参加した学生からは「自分の中にある偏見に気づき、
やりたいことを貫く勇気をもらった」「世界と比べた日本
の現状と課題を実感した。今後の行動に活かしたい」など
の感想が寄せられました。

羽生祥子氏による創価女子短期大学開学 40 周年記念セミナー
「なぜダイバーシティが社会・組織の成長に必要なのか

～ “ 性別ガチャ ” を克服して生き、働くために～」を開催



新科目「ダイバーシティ＆インクルージョン入門」が開講

2025 年度秋学期より、創価大学ダイバーシティ・イン
クルージョン推進センター主催の新科目「ダイバーシティ
＆インクルージョン入門」（以下「D・I 入門」）が開講さ
れました。本授業は、共通科目群の「世界市民教育科目」
の一つとして開講され、多分野の専門家が登壇するオムニ
バス形式で行われました。初の開講であったにも関わらず、
150 名近くの学生が受講してくれました。

本授業は、まず現代社会において D・I が重視されるよ
うになってきた背景を概観。続いて「自己の中の多様性」
という内省的な視点からの授業を行いました。その後、男
女共同参画社会の歴史と現状、組織における心理的安全
性の重要性、日本型インクルーシブ教育の課題、宗教多
元主義、LGBTQ+、そして障害とノーマライゼーションな
ど、多角的な視点から D・I について掘り下げていきまし
た。さらに授業内では、「ロールモデルとの語らい」として、
経済学部の安武妙子先生にこれまでの研究人生についてご
講演いただきました。

受講者からは、「これまで『多様性』は聞き馴染みのあ
る言葉だったが、具体的にどういう意味を持ち、日常生活

とどう関わっているのかを初めて深く考えた」「専門の異
なる先生方の多様な視点に触れることで、自分の中にあっ
た無意識の固定観念に気づくことができた」「D・I を単な
る社会的スローガンとしてではなく、自身の生活や人生に
直結する指針として捉え直すことができた」といった声が
寄せられました。

本センターでは、この授業で得られた学びと気づきを今
後の活動へと発展させ、よりインクルーシブなキャンパス
づくりを引き続き推進してまいる所存です。

女性教員と学長との懇談会を開催

2025 年 12 月 22 日（月）、鈴木美華学長と女性教員（14
名）、ダイバーシティ・インクルージョン推進センター関
係者による懇談会が開催されました。本会は、ライフイベ
ントと教育・研究・大学運営の両立における課題を共有し、
今後の制度改善や支援体制の構築に向けた意見交換を目
的として行われたものです。

懇談の中では、円安に伴う海外渡航費の高騰により、研
究費が実質的に目減りしている現状について、教員側から
切実な課題が提起されました。

より働きやすい環境づくりに向けた議論では、授業運営

の柔軟性や組織マネジメントのあり方が大きな焦点となり
ました。授業運営については、急な事情によるオンライン
授業への切り替えに関し、一定回数までは学長の承認を得
ずに実施できるという、現行ルールが改めて周知されまし
た 。

あわせて、育休制度の適正化についても活発な意見交換
が行われ、学内規程を最新の法改正に適合させる必要性が
確認されました。特に、育児休業の取得は個人の努力のみ
に負わせるのではなく、組織のマネジメントの問題として
捉えるべきであるという認識を、学長と参加者が共有する
重要な機会となりました 。

今回の懇談を通じ、制度の有無以上に「相談先の不明確
さ」や「運用の不透明さ」が教員の負担を増大させている
という共通認識が持たれました。今後の検討課題として、
緊急時の連絡体制の明確化や、学内保育・子連れ出勤に関
する共通理解の形成などが挙げられました。センターでは、
今回の対話で得られた気づきを具体的な施策へと繋げ、大
学全体で教育・研究に専念できる環境づくりを加速させて
まいります。



大学院生サロンを開催

2025 年 9 月 26 日（金）、大学院生生活のさらなる充実
を目指し「2025 年度 大学院生サロン」が開催されました。
当日は日本語と英語のグループに分かれ、学生と教職員が
共に学びやキャリアについて前向きな対話を行いました。

交流を深めたいという学生の意欲から、キャリア形成に
特化した SNS である LinkedIn を活用した「創価大学大学
院生グループ」の構築という、将来を見据えた革新的な提
案がなされました。

また、現在のカリキュラムについて、留学生からは「イ
ンタラクティブな学習やクリティカル・シンキングを重視
する教育方法により、非常に充実した学びを得ている」と、
その質の高さを評価する声が寄せられました。

今回のサロンで明確になった「交流の場の拡充」や「キャ
リア支援のさらなる強化」という目標は、今後の大学院生
支援をより発展させるための貴重な一歩となります。これ
からも学生の声を大切に反映し、一人ひとりが輝ける環境
づくりを推進してまいります。

立命館大学野口副学長による職員 SD セミナー
「進化、そして深化する大学と教職員 ー大学浮沈のカギは誰が握る！ー」を開催

2026 年 2 月 27 日（金）、立命館大学より、研究推進、
産学連携の第一人者であり、職員出身の副学長としても著
名な野口義文氏を講師に招き、「進化、そして深化する大
学と教職員 - 大学浮沈のカギは誰が握る！ -」と題した職
員向け SD セミナーを開催しました。

野口氏は、18 歳人口が激減する「2040 年問題」を背景に、
大学が生き残るための鍵は「若手職員・課長・学生（特に
博士学生）」が握っていると協調。激変する環境に適応す
る「進化」と、専門性を掘り下げ提案の質を高める「深化」
の両立を訴え、職員には、単なる「支援」ではなく、研究
者と共に頂上を目指す案内人「シェルパ」のように、成果
創出に主体的に関わる「推進」の姿勢を求めました。

また野口氏ご自身の経験を通して若手職員に対し、現場
での大学の実務に精通した「知」を持っている職員が、教
員とともに大学改革をリードしていくための強力な武器と
して、学位取得への挑戦と語学の習得を促しました。

また、自己研鑽については、「人・本・旅」を通じて、
安全領域（コンフォートゾーン）の外で学ぶ重要性を訴え、
失敗を恐れずバッターボックスに立ち続け、「不発」より

も「的外れ」を厭わずに発信・行動する「出る杭」になる
よう、若手職員に対して力強いエールを送りました。

参加した職員からは「『支援』から『推進』へという言葉に、
職員としての役割を再認識した」「副学長の学位に関する
期待の話を聞き、自分も専門性を磨くために大学院進学を
検討したい」といった意欲的な感想が多く寄せられました。

教職員がワンチームとなり、共通のゴールに向かって「教
職コンビネーションプレイ」を実践していくことの重要性
を共有する、熱意に満ちた貴重な機会となりました。





ハラル対応キッチンカーの販売がスタート
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2025 年 9 月より、ハラル対応キッチンカーの販売がス
タートしました。ハラルフードとは、イスラム教の戒律で
食べることが許されている食べ物のことです。

この企画は、2024 年度創大祭における「多文化共生キャ
ンパスを目指して〜ムスリムの視点から考える〜」をテー
マにした国際教養学部・杉本ゼミの展示をきっかけに始動
し、「東京ハラルデリ＆カフェ」のご協力を得て実現しま
した。杉本ゼミの同展示は、ムスリムの学生が抱える課題
や解決策を的確に示すものとして高く評価され、創大祭ア
カデミックアワード教職員賞を受賞しました。

杉本教授は、「学部の必修留学や短期研修などの異文化
理解の機会を通じて、ゼミ生がムスリム学生の視点から問
いを立て、具体的な提案をまとめてくれたことを大変嬉し
く思います。さらに、その思いに対してダイバーシティ・
インクルージョン推進センターが実現に向けて真摯に対
応してくださったことに、『学生第一』の学風を強く感じ、
ゼミ学生とともに深く感銘を受けました」と語りました。

今回の取り組みを一つの契機として、学内の多様性を尊
重する取り組みがさらに広がっていくことを期待していま
す。

※ 2026 年度の出店は未定です。

　

「こども家庭庁ベビーシッター派遣事業」割引券制度を導入

教職員の皆さまの子育て支援を目的に「こども家庭庁ベ
ビーシッター派遣事業」割引券制度を導入しました。

本制度は、仕事と子育ての両立を支援するため、ベビー
シッター利用時の料金の一部が助成される制度です。

「急な用事がある」「少しだけサポートがほしい」そんな
時にも、安心してご利用いただけます。

本制度は、教職員の皆さまからのご要望を受けて導入さ
れたものです。子育てと仕事を両立しやすい、安心して働
ける環境づくりを目指しています。ぜひこの制度を、日々
のサポートとしてお気軽にご活用ください。

ご不明な点がございましたら、人事部までお問い合わせ
ください。

割引券制度の主な概要
割引額：割引券 1 枚につき 2,200 円
利用上限：対象児童 1 人につき 1 日最大 2 枚まで
1 家庭あたり 月 24 枚・年間 280 枚まで
対象者：本学に在職する教職員（非常勤教職員を含む）

     ※ご利用には事前申請が必要です。


